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図1(d)に示すように､Ikl聖賢 の条件の下､波数ベクトルを異なる4つの方向にとり､シア流下
にある2次元系の中間散乱関数Fsl(k,i)andFll(k,i)を計算した (添字1は大小2成分系の小さ
い粒子の意)0T-0.526(過冷却状態)での結果を図2に示す｡その結果､i)FBI(k,i)とFll(k,i)
がよく似た挙動を示すこと､i)シア流が粒子のダイナミクスを促進すること､ii)速いシア流の
下でも粒子のダイナミクスがほとんど等方的であること､を確認した｡中でもダイナミクスの等
方性は極めて重要な意味を持つ｡最近モード結合理論を用いて同様の結果が得られている[31｡
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図 1:(a)Geometryofshearflow.(b)Shearadvectioninrealspace.(C)Shearadvectionin
Fourierspace.(d)Sampledwavevectors(t-0).
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図 2:Intermediatescatteringfunctionsundershear;(a)incoherentpartand(b)coherentpart･
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